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入居者にあった福祉機器の検討もふまえ 品d恥
戸~品

人手を厚くして支援を ~ 
まだ辺りは青々と繁って秋の花も美しく咲いていますが、さすがに朝夕は 彰修妥
少し冷え込みます。皆さんお元気でお過ごしでしょうか。

秋は地域の中でも、様々なイベントが組まれ活気のある季節ですが、今年は初めてょっば

ホームのある港北区新吉田地区連合町内会の運動会にお招きいただきました。ょっぱホーム

は地元西部町会の皆様と共にたのしみました。入居者の高畠勢津子さんがコメントをよせて

下さいましたが、ほんとに自然な形で受け入れていただける事が大変に嬉しく、これからも

特別気張ることもなく、自然に暮らしていければと思います。

* * * 
さて、 2館目も同じ町内会で今のょっぱホームから歩いて 2"-'3分のところに建設されま

す。現在基本の設計もほぼ出来上がりました。市街化調整区域のため、ふまなければならな

い手順が幾つもありましたが、 11月下旬か12月の初めには着工される事になります。こ

れからは、設備や細かな検討事項を詰めていきます。

今一番の課題は、重い瞳害の人達の暮らしをどう支えていくかという視点で、リフター(電

動の移動介助のための機械)やそれに取り付けるネット・部品、 トイレやお風呂などの手す

り等、一人一人の状態に合わせた物を用意する事です。天井走行機器を使うためには、当然

の事ですが、建物の中に補強や配線の配慮も要ります。

まず入居予定者について、横浜市リハビリテーションセンターの協力を得て障害の状態を

調べ、様々な機種を試してみました。

この結果、当初全館にリフターを導入し、人手のたりない時でも必要な介助をと考えてい

ましたが、 トイレなどでは、重い障害の人達に適合する物や部品も見つからず、居室でも装

着に非常に手間取ることを考えると，結局計画は浴室に限定される事になりました。(ただ、

将来的なととも考えて補強は入れておきます。)

基本的には、人手を厚くして支援をしていこうという事になりました。もともと当たり前

の事なのですが、私たちにとっては、やはり重い“確認"でもあります。

これからは、この確認をふまえ、支援計画など様々なソフト面での準備を整えていきます。
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駅でもさりげなく

渡辺るり子

夏の暑い日のことです。用事があり東横線の東白楽駅で降りるつもりが、つい乗り越して

隣の白楽駅まで行ってしまいました。「しょうがない、次の電車でもどろう」とした時に、電

動車イスに乗った女の人が駅員さんと一緒にホームのいちばん端まで移動しているのが目に

入りました。

近づいて行くと予想通り、大原友子さんでした。久しぶりに偶然の再会だ、ったので、二人

でキャーキャー興奮した後友子さんは文字板を取り出しておしゃべりを始めました。久しぶ

りということもあり、私が友子さんの指さす文字板がうまく読めなかったのですが、一緒に

いた駅員さんがとても慣れた様子で文字板を読みあげてくださいました。はっきりいうとち

ょっとピックリでした。

電動車イス使用による電車利用(ひとりで)が実現できるまで、交渉やら説得やら本当に

多くの努力・行動・頑張りが続けられたことと思います。

施設や設備を変えて利用ができるようになったことは何より嬉しいこ

とですが、こんなふうな毎日のやりとりを通じて自然に、相手の人が必

要な事をさりげなくささえる人が増えていくのはまた嬉しい事だなあと

思いました。

グループホーム2館めメンバー紹介

山田宏さん

斜め45度からリズムをとりながら

静かに、時に鋭く世の中を見つめている

何ものにも動じない太い眉と硬い関節

気持ちのよい食べっぷり，豪快な笑い

しかし，何かが“違う"と察知した瞬間

今まで秘めていたものが目を覚ます

』鶏封言

舗

グェ~，ヒェー~の声とともに暴走をはじめ

誰にも止めることはできない

そして，最近のひそかな喜びは

帰ってからの数分のうたた寝，幸せだなあ
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